
                   「結　婚　講　座」
　解　答
第一課　結婚の聖書的根拠
  １．②
  ２．略
  ３．①
  ４．①  かたち
      ②  応答性
      ③  交わり
      ④  縦の関係、男、女
  ５．略
  ６．①  愛
      ②  私的、計画
  ７．①  自分たちの結婚が神の導きによることを認める
      ②  互いに良い助け手同士になる決意をする
      ③  生涯、節操を守ること
　８．二人の出会いと結婚は運命や偶然ではなく、神の愛の結び合わせによ　　　ることを信じる
第二課　　性の正しい理解
　１．神によって与えられたもの。はじめに人間が「神のかたち」に男と女　　に創造された時から、性の機能や性欲を持つものとして造られました。  ２．②  ③　④
　３．神に背いて堕落した時から、祝福を失ってしまいました。神との縦の　　関係がこわれると、人間と人間、男と女の横の関係も乱れてしまうので　　す。
      混乱し、堕落したのは神に背を向けた結果です。
  ４．主イエス・キリストによって与えられる救いこそ、罪のゆるしと交わ　　りの回復をもたらします。新生は、堕落によって失われた「神のかたち」　　の取り戻しです。
-7-
  ５．①夫婦の交わりを深め、一体に導く
      ②創造の業に参与する
　６．③
  ７．①性関係、子供、誕生
      ②摂理、使命
      ③動機、良心の平安
  ８．①過小評価、過大
      ②プラグ、小さい、動かし
      ③与え合い仕え合う
第三課　　成長する夫婦
  １．①服従する
      ②愛する
  ２．①キリスト、教会
      ②かしら、従う
      ③責任、献身的、愛
      ④からだ、妻
  ３．②　④
  ４．①夫婦の相互啓発と成長（個人的使命）
      ②幸せな家庭建設（社会的使命）
      ③神の栄光を表わす（宗教的使命）
  ５．①二人、成長
      ②み旨、喜ばれる
      ③幸せ
      ④救い主
  ６．人が、ひとりでいるのは良くない。わたしは彼のために、彼にふさわ　　　しい助け手を造ろう。（新改訳）
  ７．①感情
      ②心、神を信じる、誤、謝罪
      ③心、心、会話
  ８．自由に書けば良い
  ９．礼拝、救い主、恵み、信仰、価値
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第四課　結婚の準備
  １．結婚相手について
  ２．②　③  ④
  ３．①祈り始めること
      ②魅力ある人格になる（神を第一とする忠実な信仰生活に励み、聖霊の
　　　　満たしを求める。霊的にも、人格的にもバランスのとれた魅力ある人
　　　　格）
      ③開かれた心を持つ（人と出会い、深く心を通い合わせるためには開か
　　　　れた心が必要）
  ４．神の創造によって人は、男と女に造られました。したがって、男女が異
　　　性に引かれ関心を持つことは自然なことです。また、そのような恋愛感
　　　情は、やがて神の導かれるただ一人の人に出会うための準備といっても
　　　良いと思います
  ５．私達は罪人ですから、恋愛には、盲目的、主観的、感情的、熱病的など
　　　の危険な要素が多く含まれています
  ６．②　④　⑤　
  ７．①牧師、祈り
      ②時間、理解
      ③両親
  ８．①信仰の一致（二人が共通の信仰に生きることによって、一致して主に
　　　　仕え、安定した幸せな家庭を築いていけるのです）
      ②確信の一致（二人がそれぞれ「神が合わせて下さった」と確信できる
　　　　ことが大切です）
      ③生活原理の一致（物事を判断し、決断する際の拠り所が一致している
　　　　こと、クリスチャンにとっては聖書の教えがそれです）
  ９．①同じ時間に聖書の同じ箇所を読み、祈る。この期間に主の前で二人が
　　　　心を合わせることを学ぶ
      ②何でもよく話し合う、コミュニケーションを密にする
      ③一線を守る
      ④教会の交わりに配慮する
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